
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

急

傾

斜

地

崩

壊

危

険

区

域

の

指

定

防

災

砂

防

課

【

公

告

】

担

当

課

（

室

）

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

目

次

○

〃

〃

○

落

札

者

等

の

決

定

用

度

課

【

規

則

】

○

岡

山

県

事

務

処

理

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

住

宅

課

○

〃

警

察

本

部

会

計

課

則

○

〃

〃

（

県

例

規

集

登

載

）

○

〃

〃

【

訓

令

】

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

岡

山

県

庁

文

書

規

程

の

一

部

改

正

総

務

学

事

課

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

選

挙

管

理

委

員

会

（

県

例

規

集

登

載

）

○

政

治

団

体

の

解

散

〃

○

資

金

管

理

団

体

の

指

定

取

消

し

〃

【

合

同

訓

令

】

○

岡

山

県

公

印

管

守

規

程

の

一

部

改

正

〃

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

許

認

可

事

務

等

標

準

処

理

期

間

要

綱

の

一

部

改

住

宅

課

正

（

県

例

規

集

登

載

）

○

優

良

図

書

の

推

奨

男

女

共

同

参

画

青

少

年

課

○

有

害

図

書

の

指

定

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

の

辞

退

○

身

体

障

害

者

手

帳

交

付

の

た

め

の

診

断

を

す

る

障

害

福

祉

課

医

師

の

指

定

及

び

辞

退

岡

山

県

公

報

令和４年７月２９日 第１２４１７号



◎
岡
山
県
規
則
第
四
十
二
号

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画

又
は
長
期
優
良
住

別
表
第
三
住
宅
課
の
部

の
項
１
中
「

」
の
次
に
「

10
宅
維
持
保
全
計
画

に
お
い
て

こ
れ
ら
を

以
下
こ

」
を

「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
、
同
項
１

中
「

、

（

(1)

「

」

」
を
削
り

「

」
を
「

」
に

の
項
に
お
い
て

確
認
書

と
い
う

住
宅
性
能
評
価
書

確
認
書
等

）

、
「

「

。

計
画

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画

確

改
め

同
項
２
中

を

に
改
め

同
項
２

及
び
３

中

、

「

」

「

」

、

「

(1)

(1)

」
を
「

」
に
改
め
る
。

認
書
若
し
く
は
住
宅
性
能
評
価
書
又
は
こ
れ
ら
の
写
し

確
認
書
等

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年７月２９日　岡山県公報　第１２４１７号



◎
岡
山
県
訓
令
第
五
号

庁

中

一

般

（

）

。

岡
山
県
庁
文
書
規
程

昭
和
三
十
八
年
岡
山
県
訓
令
第
十
八
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
（
電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
起

第
十
八
条
の
二

、

、

、

。
）

案

決
裁

保
存

廃
棄
そ
の
他
文
書
等
に
関
す
る
一
連
の
事
務
の
処
理
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
い
う

の
機
能
を
利
用
し
て
電
子
的
方
法
に
よ
り
起
案
を
行
う
と
き
は
、
当
該
シ
ス
テ
ム
へ
の
記
録
を
も
つ

て
次
条
に
規
定
す
る
起
案
文
書
の
作
成
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
シ

ス
テ
ム
へ
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
同
条
に
規
定
す
る
起
案
文
書
と
み
な
し
て
、
こ
の
訓
令
の
規
定
を

適
用
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
訓
令
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
知
事
が

別
に
定
め
る
。

第
十
九
条
中
「
前
条
」
を
「
第
十
八
条
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年７月２９日　岡山県公報　第１２４１７号



◎

第
二
号

岡

山

県

訓

令

岡
山
県
警
察
訓
令

庁

中

一

般

出

先

機

関

警

察

本

部

岡
山
県
公
印
管
守
規
程

令
和
四
年

第
一
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

岡

山

県

訓

令

岡
山
県
警
察
訓
令

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
警
察
本
部
長

檜

垣

重

臣

第
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
岡
山
県
庁
文
書
規
程
第
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合

に
は
、
公
印
取
扱
者
は
、
同
項
に
規
定
す
る
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
審
査
を
行
い
、
公
印
の
使

用
を
適
当
と
認
め
た
と
き
は
、
当
該
シ
ス
テ
ム
に
押
印
の
確
認
を
登
録
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
四
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年７月２９日　岡山県公報　第１２４１７号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
四
号

許
認
可
事
務
等
標
準
処
理
期
間
要
綱
（
昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画

又
は
長
期
優
良
住

別
表
土
木
部
の
部
住
宅
課
の
項

中
「

」
の
次
に
「

46

」
を
加
え

「

（

1
1

8
1

宅
維
持
保
全
計
画

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

平
成

年
法
律
第

、

号
第
５
条
第
１
項
に
規
定
す
る

以
下
出
先
機
関
の
部
県
民
局
建
設
部
の
項
に
お
い
て
登

）

」
、「
（

（

）

「

」

」
及
び
「

」
を
削
り
、

録
住
宅
性
能
評
価
機
関

と
い
う

同
法
第
６
条
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る

。

）

「

（

）

「

」

）

（以
下
こ
の
項
及
び
出
先
機
関
の
部
県
民
局

建
設
部

の
項
に
お
い
て

確
認
書

と
い
う

。

及
び
住
宅
性
能
評
価
書

若
し
く
は
住
宅
性
能
評
価
書
又
は
こ
れ
ら

住
宅
性
能
評
価

」
を
「

」
に

「
、
「

」
を
「

」
に

「

」
を
「

」
に
改
め
、

書
確
認
書
等

並
び
に
こ
れ
ら
の
写
し
の

の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も

「

、

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
又

同
項

か
ら

ま
で
の
規
定
中
「

」
を
「

47

49

」

、「

」

は
長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画

確
認
書
及
び
住
宅
性
能
評
価
書
並
び
に
こ
れ
ら
の
写
し
の

に

を
「

」
に
改
め
る
。

確
認
書
等
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も

長
期
優
良
住
宅
建
築
等

別
表
出
先
機
関
の
部
県
民
局
（
建
設
部
）
の
項

か
ら

ま
で
の
規
定
中
「

62

65
計
画

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
又
は
長
期
優
良
住
宅
維
持
保
全
計
画

確
認
書
若
し

」
を
「

」
に

「
、

」
を
「

」
に
改
め
る
。

く
は
住
宅
性
能
評
価
書
又
は
こ
れ
ら
の
写
し

確
認
書
等

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年７月２９日　岡山県公報　第１２４１７号



      番
号

 
 

 
 

図
 

 
書

 
 

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
著

 
 

 
者

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

発
 

行
 

所
 

 
 

 
 

 
対

 
 

 
象

 
 

１
 

 
 

ぞ
う

に
な

っ
た

う
そ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

テ
ィ

エ
リ

ー
・

ロ
ブ

レ
ヒ

ト
 

 
 

文
 

 
 

 
 

 
パ

イ
 イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル
 

 
 

 
 
幼

 
児

 

エ
ス

テ
ル

・
メ

ー
ン

ス
 

 
 

 
 

絵
 

ふ
 
し

 
み

 
み

 
さ

 
を

 
 

 
 

 
 
訳

 

２
 

 
 

は
や

く
し

な
さ

い
！

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
中

 
川

 
ひ

 
ろ

 
た

 
か

 
 

 
 

 
 
文

 
 

 
 

 
 

金
の

星
社

 
 
 

 
 

 
 
 
〃

 

村
 
上

 
康

 
成

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
絵

 

３
 

 
 

わ
た

し
の

か
ぞ

く
 

み
ん

な
の

か
ぞ

く
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
サ

ラ
・

オ
レ

ア
リ

ー
 

 
 

 
 

 
作

 
 
 

 
 

 
 

あ
か

ね
書

房
 

 
 

 
小

学
生
（

低
）
 

チ
ィ

ン
・

レ
ン

 
 

 
 

 
 

 
 

絵
 

お
 
お

 
つ

 
か

 
の

 
り

 
こ

 
 

 
 

訳
 

４
 

 
 

は
っ

こ
う

（
発

酵
）

 
地

球
は

微
生

物
で

い
っ

ぱ
い

 
 

 
 

 
 

 
小

 
川

 
忠

 
博

 
 

 
 

 
 

 
 

 
写

真
・

文
 

 
 

 
あ

す
な

ろ
書

房
 

 
 

 
 

〃
 
（

中
）
 

横
 
山

 
和

 
成

 
 

 
 

 
 

 
 

 
監

修
 

５
 

 
 

あ
っ

ち
も

こ
っ

ち
も

こ
の

世
は

も
れ

な
く

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
い

 
と

 
う

 
み

 
く

 
 

 
 

 
 

 
作

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｐ
Ｈ

Ｐ
研

究
所

 
 

 
 
 

〃
 
（

中
）
 

こ
 
ろ

 
り

 
よ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
絵

 

６
 

 
 

戦
争

と
平

和
の

船
、

ナ
ッ

チ
ャ

ン
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
半

 
田

 
滋

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

著
 

 
 

 
 

 
講

談
社

 
 

 
 
 

〃
 
（

高
）
 

７
 

 
 

ど
う

ぶ
つ

村
の

せ
ん

き
ょ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
チ

 
ー

 
ム

 
ふ

 
く

 
ろ

 
う

 
 

 
 

著
 

 
 

 
 
 
 
 
あ

け
び

書
房

 
 

 
 
 
 

〃
 
（

高
）
 

８
 

 
 

ス
ペ

シ
ャ

ル
Ｑ

ト
な

ぼ
く

ら
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
如

 
月

 
か

 
ず

 
さ

 
 

 
 

 
 

 
著

 
 
 
 
 
 

 
 

 
講

談
社

 
 

 
 
 
中

学
生

 

９
 

 
 

ギ
ソ

ク
陸

上
部

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

山
 
下

 
白

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
案

 
 

 
 

 
学

研
プ

ラ
ス

 
 

 
 
 

 
 
〃

 

舟
 
崎

 
泉

 
美

 
 

 
 

 
 

 
 
 

著
 

◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号 

 

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
特
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
推
奨
す
る
。 

 

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 

 

令和４年７月２９日　岡山県公報　第１２４１７号



       番
号

 
 

種
 

別
 

 
 

 
 

名
 

 
 

 
称

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
発

行
者

等
 

 

 
１

 
 

 
雑

 
誌

 
 

 
週

刊
実

話
 

ザ
・

タ
ブ

ー
 

８
月

５
日

号
 

 
 

 
日

本
ジ

ャ
ー

ナ
ル

出
版

 

 
２

 
 

 
 

〃
 

 
 

 
実

話
ナ

ッ
ク

ル
ズ

 
Ｇ

Ｏ
Ｌ

Ｄ
 

Ｖ
ｏ

ｌ
．

２
６

 
大

洋
図

書
 

 
３

 
 

 
 

〃
 

 
 

 
芸

能
お

宝
最

新
特

報
 

Ｂ
Ｕ

Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｎ
！

！
！

 
Ｖ

Ｏ
Ｌ

．
６

 
 

イ
ン

テ
ル

フ
ィ

ン
 

４
 
 

 
 

〃
 

 
 

 
エ

キ
サ

イ
テ

ィ
ン

グ
マ

ッ
ク

ス
！

２
０

２
２

 
８

月
号

 
楽

楽
出

版
 

 
５

 
 

 
 

〃
 

 
 

 
恋

愛
白

書
パ

ス
テ

ル
 

２
０

２
２

年
８

月
号

 
 

 
宙

お
お

ぞ
ら

出
版

 

◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号 

 

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 

令和４年７月２９日　岡山県公報　第１２４１７号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

 

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 

称 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

辞
退
年
月
日 

ハ
ー
ト
薬
局 

中
庄
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

倉
敷
市
松
島
一
一
五
二
―
一
九 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
六
月
三
十
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号 

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
た
め
の
診
断
を
す
る
医
師
を
令
和
四
年
七
月
十
九
日
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。
ま
た
、

同
項
の
指
定
を
受
け
た
次
の
医
師
に
つ
い
て
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
七
十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

一 

指
定
し
た
医
師 

 
 

指
定
医
師
名 

 
 
 

 
 

診 

療 

科 

目 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

医
療
機
関
の
名
称 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

所 
 

在 
 

地 

 

青 

山 

克 
幸 

 
 

 

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
、
小
腸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

医
療
法
人
平
野
同
仁
会 

津
山
第
一
病
院 

 
 

 
 

津
山
市
中
島
四
三
八 

久 

保 

元 

基 
 

 
 

心
臓 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

一
般
財
団
法
人
慈
風
会 

津
山
中
央
病
院 

 
 

 
 

津
山
市
川
崎
一
七
五
六 

田 

中 

麻
理
子 

 
 
 

聴
覚
・
平
衡
、
音
声
・
言
語
・
そ
し
ゃ
く 

 
 

 
 
 

 
 

 

河
田
病
院 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

美
作
市
栄
町
七
五
―
一 

渡 

邉 

忠 

壽 
 

 
 

肢
体
不
自
由 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

医
療
法
人
社
団
井
口
会
総
合
病
院
落
合
病
院 

 
 

 

真
庭
市
上
市
瀬
三
四
一 

壇 

浦 

智 

幸 
 

 
 

肢
体
不
自
由 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

笠
岡
市
立
市
民
病
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

笠
岡
市
笠
岡
五
六
二
八
―
一 

万 

波 
 

 

誠 
 

 
 

腎
臓
、
ぼ
う
こ
う
・
直
腸 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

笠
岡
市
立
市
民
病
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

笠
岡
市
笠
岡
五
六
二
八
―
一 

城 

間 

伸 

雄 
 

 
 

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
、
小
腸 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

笠
岡
市
立
市
民
病
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

笠
岡
市
笠
岡
五
六
二
八
―
一 

 

浅 

海 
 

 

昇 
 
 

 

肢
体
不
自
由 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

瀬
戸
内
市
立
瀬
戸
内
市
民
病
院 

 
 
 

 
 

 
 

 

瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
八
四
五
―
一 

二 

指
定
を
辞
退
し
た
医
師 

 
 

指
定
医
師
名 

 
 
 

 
 

診 

療 

科 

目 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

医
療
機
関
の
名
称 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

所 
 

在 
 

地 

 

戸 

田 

佐
登
志 

 
 

 

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
、
小
腸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

赤
磐
医
師
会
病
院 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

赤
磐
市
下
市
一
八
七
―
一 

 

内 

田 

卓 

之 
 

 
 

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
、
小
腸 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

赤
磐
医
師
会
病
院 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

赤
磐
市
下
市
一
八
七
―
一 

 

國 

富 

康 

彦 
 
 

 

肢
体
不
自
由 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

備
前
市
国
立
健
康
保
険
市
立
備
前
病
院 

 
 
 

 
 

備
前
市
伊
部
二
二
四
五 

 

小 

川 
 

 

潔 
 

 
 

肢
体
不
自
由
、
心
臓
、
呼
吸
器
、
腎
臓
、
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
、 

医
療
法
人
思
誠
会 

渡
辺
病
院 

 
 
 

 
 

 
 

 

新
見
市
高
尾
二
二
七
八
―
一 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

小
腸 
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
九
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
区
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

福
田
（
１
）
地
区

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
か
ら
十
六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱

一
号
と
十
六
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

岡
山
県
倉
敷
市
福
田
町
福
田
字
川
城
二
三
四
番
一

一
号

〃

〃

〃

〃

二
八
三
番
一

二
号
か
ら
五
号
ま
で
及
び
八
号
か

ら
十
六
号
ま
で

〃

〃

〃

字
箸
山
四
五
九
番
四

六
号

〃

〃

〃

〃

四
五
八
番
三

七
号

令和４年７月２９日　岡山県公報　第１２４１７号



〔
三
六
三
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
中
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

   

同
町
上
高
末
地
内 

小
田
郡
矢
掛
町
里
山

田
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
及
び
確
定
測

量
） 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
及
び
路
線
測

量
等
） 

測

量

の

種

類 

令
和
四
年
七
月
二
十
五
日
か
ら

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日
ま
で 

令
和
四
年
七
月
二
十
五
日
か
ら

同
年
十
二
月
二
十
三
日
ま
で 

測

量

期

間 
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〔
三
六
四
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

苫
田
郡
鏡
野
町
富
西

谷
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
四
年
七
月
五
日
か
ら
同
年

九
月
三
十
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和４年７月２９日　岡山県公報　第１２４１７号



〔
三
六
五
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

落
札
物
品
の
名
称
及
び
数
量

除
雪
ト
ラ
ッ
ク
（
七
ｔ
級
専
用
車
、
四×

四
）

一
台

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
出
納
局
用
度
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
四
年
七
月
二
十
一
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
岡
山
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

岡
山
市
北
区
平
野
六
百
三
十
番
地
一

五

落
札
金
額

、

、

（

、

、

）

三
三

九
九
〇

〇
〇
〇
円

う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
三

〇
九
〇

〇
〇
〇
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

入
札
公
告
日

令
和
四
年
六
月
七
日
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〔
三
六
六
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

借
入
件
名
及
び
数
量

令
和
四
年
度
運
転
者
管
理
シ
ス
テ
ム
端
末
等
借
入

一
式

二

借
入
期
間

令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番
地
三

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
四
年
七
月
七
日

五

落
札
者
の
名
称
及
び
住
所

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
岡
山
営
業
所

岡
山
市
北
区
下
石
井
二
丁
目
二
番
五
号

六

落
札
金
額

一
月
当
た
り
九
二
七
、
三
〇
〇
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
八
四
、
三
〇
〇
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

令
和
四
年
五
月
十
七
日

令和４年７月２９日　岡山県公報　第１２４１７号



〔
三
六
七
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

借
入
件
名
及
び
数
量

運
転
者
管
理
シ
ス
テ
ム
自
動
受
付
機
借
入

四
十
七
式

二

借
入
期
間

令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番
地
三

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
四
年
七
月
七
日

五

落
札
者
の
名
称
及
び
住
所

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
岡
山
営
業
所

岡
山
市
北
区
下
石
井
二
丁
目
二
番
五
号

六

落
札
金
額

一
月
当
た
り
二
、
五
九
四
、
一
四
一
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
二
三
五
、
八
三
一
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

令
和
四
年
五
月
十
七
日
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〔
三
六
八
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

借
入
件
名
及
び
数
量

運
転
免
許
証
作
成
シ
ス
テ
ム
用
直
接
撮
影
機
等
借
入

一
式

二

借
入
期
間

令
和
五
年
三
月
一
日
か
ら
令
和
十
年
二
月
二
十
九
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番
地
三

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
四
年
七
月
七
日

五

落
札
者
の
名
称
及
び
住
所

東
芝
自
動
機
器
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区
駅
前
本
町
一
二
番
地
一

六

落
札
金
額

一
月
当
た
り
二
、
三
五
四
、
二
三
一
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
二
一
四
、
〇
二
一
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

令
和
四
年
五
月
十
七
日

令和４年７月２９日　岡山県公報　第１２４１７号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
五
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

小
倉
ひ
ろ
し
後
援
会

西

岡

聖

貴

代
表
者
の
氏
名

西

岡

聖

貴

岡

崎

俊

弘

令
和
四

・

五
・

一

片
山
た
か
み
つ
後
援
会

西

原

学

〃

西

原

学

宮

原

克

彦

〃

六
・
二
〇

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

片

山

陽

子

原

邦

夫

〃

〃

環
整
連
政
治
連
盟
岡
山
県
支

牧

生

夫

代
表
者
の
氏
名

牧

生

夫

乘

藤

愼

吾

〃

五
・
二
五

部自
民
党
岡
山
市
議
団
を
支
援

荒

島

信

昭

政
治
団
体
の
名
称

自
民
党
岡
山
市
議
団
を
支
援
す
る
会

和

雅

の

会

〃

六
・

一

す
る
会

林
い
く
お
後
援
会

北

本

勲

司

代
表
者
の
氏
名

北

本

勲

司

鈴

木

清

史

〃

六
・
一
五

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

鈴

木

浩

三

平

松

洋

二

〃

〃

藤
原
ゆ
き
て
る
後
援
会

石

田

尚

巳

代
表
者
の
氏
名

石

田

尚

巳

原

賢

二

〃

六
・
二
三

〃

〃

会
計
責
任
者
の
氏
名

藤

澤

寛

史

岡

崎

晋

典

〃

〃

令和４年７月２９日　岡山県公報　第１２４１７号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
五
十
七
号 

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日 

岡 

山 

県 

選 

挙 

管 

理 

委 

員 

会 

委 
 

員 
 

長 
 

 

大 
 

 

林 
 

 

裕 
 

 

一 
 

 
 

 

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
） 

 
 

政
治
団
体
の
名
称 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

解
散
年
月
日 

 

岩
野
正
則
後
援
会 

政
令
指
定
都
市
岡
山
未
来
研
究
会 

林
田
実
後
援
会 

星
野
和
也
後
援
会 

  

菅 

原 

一 

郎 

安 

部 

孝 

一 

万 

代 

嘉 

男 

星 

野 

和 

也 

  

令
和
三 

・ 

四
・
三
〇 

令
和
四 

・ 

五
・
三
〇 

〃 
 

 
 

 

六
・ 

二 

〃 
 

 
 

 

一
・ 

九 
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
五
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

。

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

大

林

裕

一

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届

資
金
管
理
団
体
で

資
金
管
理
団
体
の
名
称

出
を
し
た
者
の
氏
名

な
く
な
っ
た
年
月
日

安

部

孝

一

政
令
指
定
都
市
岡
山
未
来
研
究
会

令
和
四

・

五
・
三
〇
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